
市　民　し　ん　ぶ　ん　下京区版　　 第224号　　平成26年8月15日　（2）（3）　平成26年8月15日　　第224号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　下京区版

　

下
京
区
で
最
も
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
す
と

想
定
さ
れ
る
地
震
は

「
花
折
断
層
」
に
よ
る

地
震
で
す
。
こ
の
地
震
が
起
こ

る
と
下
京
区
の
ほ
と
ん
ど
の
地

域
で
震
度
６
強
が
、
一
部
地
域

で
は
震
度
７
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
地
震
か
ら
身
を
守
る

Ｑ
＆
Ａ
で
す
。

Ｑ�　
地
震
が
発
生
し
た
ら
？

Ａ
・�

ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
丈
夫
な
テ
ー
ブ

ル
な
ど
の
下
に
避
難
す
る
。

　

・�

倒
れ
て
く
る
家
具
や
落
下

物
に
注
意
す
る
。

Ｑ�　
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
？

Ａ
・
家
族
の
安
全
を
確
認
す
る
。

　

・�

使
っ
て
い
た
調
理
器
具
・

暖
房
器
具
の
確
認
を
す
る
。

　

・�

ド
ア
や
窓
が
変
形
し
て
開

か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
ド
ア
な
ど
を
少
し

開
け
て
逃
げ
道
を
つ
く
る
。

Ｑ�　

�

火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
？

Ａ
・�

大
き
な
声
で
「
火
事
だ
！
」

と
叫
び
、
隣
近
所
の
協
力

を
得
て
初
期
消
火
を
す
る
。

Ｑ�　
外
へ
逃
げ
る
と
き
は
？

Ａ
・�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
防
災
ず
き

ん
）
を
か
ぶ
る
。

　

・
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る
。

　

・�

余
震
に
よ
る
ガ
ラ
ス
や
瓦

な
ど
の
落
下
物
に
注
意
す

る
。

　

・�

ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
門
柱
、
自
動

販
売
機
な
ど
か
ら
離
れ
る
。

Ｑ�　

�

家
庭
で
の
地
震
の
対
策
は
？

Ａ
・�

家
具
に
転
倒
防
止
器
具
を

取
り
付
け
る
。

　

・�

寝
室
に
は
、
な
る
べ
く
家

具
を
置
か
な
い
。

　

・�

出
入
口
付
近
に
家
具
を
置

か
な
い
。

　

・�

家
具
の
上
に
物
を
置
か
な

い
。

　

・�

重
い
物
は
、
家
具
の
上
段

に
入
れ
な
い
。

　

・�

非
常
用
備
蓄
品
（
食
料
・

水
な
ど
最
低
３
日
分
）
を

用
意
し
て
お
く
。

　

各
学
区
の
自
主
防
災
会
で
は
、

地
震
発
生
時
を
想
定
し
て
、
避

難
や
消
火
な
ど
の
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

是
非
、
訓
練
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

問　

下
京
消
防
署

　
　

（
☎
361
・
４
４
１
１
）

地震から身を守るために
けすぞう君のＱ＆Ａ

「
気
を
付
け
て
な
」 

見
守
る
笑
顔
に 

感
謝
で
い
っ
ぱ
い

地
域
の
支
え
合
い
を
応
援
す
る
標
語

み
ん
な
の
挨
拶
で
、

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
、

ま
ち
づ
く
り
を

応
援
し
て
い
ま
す
!!

洛
央
小
学
校 

松ま
つ

室む
ろ 

豪た
け

文ふ
み 

さ
ん
の
作
品
で
す

大学と地域の協働による まちの活性化！　

　京都市では、公益財団法人大学コンソーシアム京都と協働で、平成16年度から「学まちコ

ラボ事業（大学地域連携創造・支援事業）」を実施しています。

　この学まちコラボ事業では、大学と地域が一体となり（『コラボ』し）行う、まちづくりや

地域の活性化に資する企画・事業を広く募集し、認定を行っています。

　今年度、下京区の関連では、次の２団体の事業が認定されました。

�高齢者の権利や生活を守ることを目的に、知恵満
載の講演会と、皆さんの困りごとについて各方面の
専門家が一緒に考える相談会を開催します。
開催日　９月７日（日）
場所　下京区役所４階会議室
対象　�高齢者の方や、高齢者の介護や支援をしてい

る方々（事業者・専門職を含む）
費用　無料　　申込み　不要
①高齢者権利擁護講演会
時間　午前10時30分～11時30分（受付：午前10時～）
演題　「だれもが自分らしく暮らしたいから」
講師　細井恵美子氏
　　　（社会福祉法人京都南山城会　顧問）
定員　100名

②高齢者なんでも相談会
時間　�午前10時30分～午後４時
　　　（受付：午前10時～午後３時）
相談員と相談内容
　弁護士・司法書士・行政書士・社会保険労務士
などの法律分野、社会福祉士・介護福祉士などの
福祉分野、医師・看護師などの医療分野など
定員　なし（時間内・先着順）

問　�「下京・高齢者権利擁護支援ネットワーク」事
務局　京都市下京・西部地域包括支援センター

　　（☎ 326-3639　FAX326-3647）

　

京
都
に
受
け
継
が
れ
る
日
本
の

良
さ
や
強
み
を
再
確
認
し
、
発
信

す
る
イ
ベ
ン
ト
「
京
都
流
議
定
書

２
０
１
４
」。
７
回
目
の
今
回
は
、

食
文
化
の
発
信
拠
点
を
目
指
し
、
今

年
７
月
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｃ
Ａ
（
京
果
会
館
）
で
、
７

月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

初
日
の
18
日
に
は
「
こ
れ
か
ら
の

地
域
の
あ
り
か
た
、
課
題
解
決
」
と

題
し
、
会
場

で
あ
る
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｃ
Ａ
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
手
が
け

ら
れ
た
㈱
ウ

エ
ダ
本
社
代

表
取
締
役
社

長　

岡
村
充

泰
氏
の
司
会
に

よ
り
、
社
会
課

題
を
市
民
の
創

造
力
で
解
決
し

よ
う
と
取
り
組

む
ｉ
ｓ
ｓ
ｕ
ｅ

＋
ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ

ｎ
代
表　

筧
裕

介
氏
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
㈱
京
都
支

社
長　

藏
原
潮

氏
、
門
川
市
長

に
よ
る
鼎
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鼎
談
で
は
、
会
場
に
隣
接
す
る
梅

小
路
公
園
周
辺
の
将
来
像
を
は
じ

め
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
課
題

に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　「身体が不調になる」、「なんとなくダルい」、「やる気がでない」。こういっ
た経験は誰もが１度はあるのではないでしょうか？「こころ」の疲労は身体
に影響し、逆に「からだ」の疲労は心に影響していることは、皆さんもご存
じかもしれません。「こころ」が「からだ」にどういう影響を及ぼすのかを
中心に、「こころ」と「からだ」の関係に
ついて改めて一緒に考えてみませんか。

● 音もだち大作戦！
〜 0 歳からの音楽ワークショップ〜

（京都市立芸大生有志によるニコニコファミリー
コンサート実行委員会【京都市立芸術大学】）
　乳幼児をもつ親は、育児に手一杯で地域

との関わりが薄くなってしまう傾向にあ

ります。この事業では、そういった親子が

集える場である下京区のフレンドリーハウ

ス西八条で、親子を対象とした音楽ワーク

ショップを行い、親同士がくつろぎ繋がり

合えるような場を作り出すことを目指して

います。

　同実行委員会を代表し

て認定書を授与された京都

市立芸術大学の和
わ

田
だ

悠
ゆう

花
か

さんは、「音楽を通して人々

が交流できる場にしたい」

と意気込みを語ってくださ

いました。

● 人をつなげる豊園縁側プロジェクト
（人をつなげる豊園縁側プロジェクト実行委員
【龍谷大学】）
　この事業では、地域内の世代を超えたつ

ながりを深めるだけでなく、将来を担う若

い世代が地域活動を行うきっかけとなるよ

う、下京区の豊園学区で、高齢者から地域

の現状・魅力についての聞き取り調査、地

域の高齢者や子どもたちに参加してもらう

写真展の開催、若い世代を対象としたワー

クショップを行います。

　プロジェクトを代表して認定書を授与

された龍谷大学の

杉
すぎ

本
もと

昌
まさ

之
し

さんは、「学

生と地域の連携によ

る明るいまちづくりを

目指します」とこの事

業への思いを語って

くださいました。

下京区民バレーボール祭
　６月29日（日）に下京区民バレーボー
ル祭が、洛央小学校体育館で開催され
ました。
　区内学区から16チームが出場し、各
チームとも日頃の練習の成果を発揮さ
れ、熱戦が展開されました。優秀チー
ム（２戦２勝）は次のとおりです。

　優秀チームのうち、格
致・淳風・稚松・七条第三
の４チームが、下京区代表
として８月31日（日）に開催
される京都市バレーボール
祭に出場されます。

◎格致体育振興会チーム
◎淳風体育振興会チーム
◎修徳体育振興会チーム
◎稚松体育振興会チーム
◎光徳体育振興会チーム
◎七条第三体育振興会チーム

　２団体が下京区内で活動を繰り広げていきますので、応援をお願いします。

　「学まちコラボ」事業についてのお問い合わせは市総合政策室（☎ 222-3103）、（公財）大学

コンソーシアム京都（☎ 353-9130）へ

２団体が　　　　　　　　事業に認定されました

　

せ
っ
か
く
作
っ
た
遠
近
両
用
メ

ガ
ネ
。
こ
ん
な
こ
と
で
お
困
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ｑ　

�

ク
ラ
ク
ラ
し
て
足
元
が
こ
わ

い
。

Ａ　

�

加
入
度
数
が
き
つ
す
ぎ
ま
せ

ん
か
。
ゆ
る
め
の
度
数
か
ら

始
め
る
と
慣
れ
や
す
い
で

す
。

Ｑ　

�

度
数
は
合
っ
て
い
る
は
ず
な

の
に
見
に
く
い
。

Ａ　

�

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
大
丈
夫

で
す
か
。
目
の
位
置
と
レ
ン

ズ
の
中
心
と
が
合
っ
て
い
な

い
と
、
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。

Ｑ　

�

横
や
下
方
向
が
歪
む
。

Ａ　

�

目
だ
け
を
動
か
さ
ず
に
顔
全

体
を
動
か
し
て
見
る
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

Ｑ　

�

同
じ
度
数
の
は
ず
な
の
に
フ

レ
ー
ム
を
変
え
て
か
ら
見
に

く
く
な
っ
た
。

Ａ　

�

フ
レ
ー
ム
の
幅
や
形
が
変
わ

る
と
見
え
方
も
変
わ
り
ま

す
。
特
に
小
さ
な
フ
レ
ー
ム

に
変
え
る
場
合
は
要
注
意
で

す
。

Ｑ　

�

細
か
い
作
業
を
し
て
い
る
と

疲
れ
て
見
に
く
く
な
っ
て
く

る
。

Ａ　

�

加
入
度
数
を
上
げ
す
ぎ
る
の

で
は
な
く
、
別
に
老
眼
鏡
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

※�

眼
科
や
眼
鏡
店
と
よ
く
相
談
し

て
快
適
な
メ
ガ
ネ
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
！

下
京
西
部
医
師
会

戸
田
眼
科 

院
長 

戸
田
真
理
子

遠近両用
メガネ
Q＆A

　「広い芝生の上で、児童・生徒たちの創り出す素晴らしい音楽で地

域の和」を合言葉に今年で18回目を迎えます。ダイナミックな生の音

楽は、自然に心を豊かに、そして、優しい気持ちにしてくれます。

　お誘いあわせのうえご来場ください。

音楽で地域の人々と心のふれあいをこころの健康講座
第18回梅小路ふれあいコンサート

昨年のコンサートの様子

日時　９月13日（土）午後３時30分～７時
場所　梅小路公園芝生広場�野外ステージ
　　　※荒天時は中止

出演　�下京中学校吹奏楽部、七条中学校
吹奏楽部、梅小路ふれあいコーラ

ス、龍谷大学付属平安中学 ･高校

吹奏楽部、塔南高校吹奏楽部＆グ

リフォンズ、鳥羽高校吹奏楽部、

京都府警察音楽隊＆カラーガード

隊

費用　無料
問　下京少年補導委員会
E メール　fureai-concert2@hotmail.co.jp

　　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
歴
史
に
造

詣
の
深
い
下
京
区
内
に
在
住
、
通

勤
、
通
学
さ
れ
て
い
る
京
都
検
定

１
級
を
お
持
ち
の
方
々
に
出
題
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

仏
光
寺
通
の
旧
名
は
五
条
坊
門

小
路
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
で

は
な
ぜ
通
り
名
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
佛
光
寺
の

記
録
に
よ
り
ま
す
と
、
天
正
14
年

（
１
５
８
６
年
）、
豊
臣
秀
吉
は
東

山
に
大
仏
（
方
広
寺
）
を
造
営
す

る
た
め
に
広
大
な
土
地
を
必
要
と

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
東
山
汁

谷
（
京
都
国
立
博
物
館
あ
た
り
）

に
あ
っ
た
佛
光
寺
と
秀
吉
所
有
の

邸
宅
と
の
土
地
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
移
転
し
て
き
た
佛
光
寺
に
接

す
る
通
り
を
通
称
と
し
て
仏
光
寺

通
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
さ
て
佛
光
寺
の
場
所
に
あ
っ

た
秀
吉
所
有
の
邸
宅
は
次
の
ど
れ

で
し
ょ
う
。

①  

聚
楽
第
（
じ
ゅ
ら
く
だ
い
）

②  

龍
臥
城
（
り
ゅ
う
が
じ
ょ
う
）

③   

妙
顕
寺
城
（
み
ょ
う
け
ん
じ

じ
ょ
う
）

　

は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答
え
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

の
ほ
か
紙
面
へ
の
感
想
を
書
い
て
、

９
月
５
日
（
金
）
必
着
で
、
〒
600-

８
５
８
８
（
住
所
記
載
不
要
）
下

京
区
役
所
地
域
力
推
進
室
「
謎
と

き
！
下
京
」
係
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
２
人

の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

当
選
の
発
表
は
、
記
念
品
の
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
解
答
は
10
月
15
日

号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

「
大
津
事
件
」
の
起
き
る
前

に
、
来
日
中
の
ロ
シ
ア
皇
太
子
を

も
て
な
す
た
め
、
京
都
で
は
②
五

山
送
り
火
が
時
期
外
れ
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

６
月
15
日
号
の
解
答

８
月
30
日（
土
）～

９
月
５
日（
金
）は

防
災
週
間
で
す
。

　京都市では、市内にお住まいで健康保険に加入している方を対象に福祉医療制度を実

施しています。

　福祉医療制度の適用を受けるには申請が必要です。申請には保険証、印鑑をお持ちく

ださい。制度により身体障害者手帳、戸籍謄本などが必要となります。詳しくはお問い

合わせください。

◆
松
原
通
を
洛
央
鉾
が
巡
行

　

７
月
11
日
、
洛
央
小
学
校
の

子
ど
も
鉾
「
洛
央
鉾
」
の
曳
き

初
め
が
行
わ
れ
、
今
年
は
、
初

め
て
、
か
つ
て
山
鉾
が
通
っ
た

松
原
通
を
巡
行
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
因
幡
堂
前
で
、
２

年
生
の
児
童
た
ち
が
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
、
祇
園
囃
子
「
つ
く
し
」

に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
し
、

続
い
て
、
１
年
生
の
児
童
た
ち

が
洛
央
鉾
を
曳
き
、
松
原
通
を

巡
行
し
ま
し
た
。

　

巡
行
を
嬉
し
そ
う
に
見
つ
め

る
沿
道
の
方
々
、
い
き
い
き
と

し
た
子
ど
も
た
ち
、
松
原
通
に

笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

◆�

手
作
り
提
灯
で
日
和
神
楽
を

お
迎
え

　

７
月
16
日
、
祇
園
祭
・
前
祭

の
宵
山
の
夜
、「
松
原
お
迎
え
提

灯
灯
し
」
が
松
原
通
界
隈
活
性

化
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

と
洛
央
小
学
校
と
の
連
携
の
も

と
、
因
幡
堂
前
で
実
施
さ
れ
、

同
校
の
４
年
生
の
児
童
が
手
作

り
し
た
「
鉾
」
の
形
の
「
お
迎
え

提
灯
」
が
、
日
和
神
楽
を
温
か

く
お
迎
え
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
日
に
向
け
、
同
校
の
伝
統
文

化
部
の
児
童
が
地
元
の
染
料
店

の
ご
協
力
の
も
と
、
松
原
通
と

鉾
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
「
松
原
手

ぬ
ぐ
い
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
同

委
員
会
の
代
表
の
山

や
ま

田だ

正
し
ょ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん
は
、「
子
ど
も
も
大
人
も
楽

し
み
な
が
ら
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

７
月
16
日
、
下
京
中
学
校
で

「
ゆ
か
た
登
校
」
が
行
わ
れ
、
生

徒
と
教
職
員
約
６
５
０
名
が
ゆ

か
た
姿
で
学
校
生
活
を
送
り
、
と

て
も
涼
や
か
で
華
や
か
な
雰
囲

気
で
し
た
。
当
日
は
朝
早
く
か

ら
、
地
域
女
性
会
、
下
京
中
さ
さ

え
隊
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
の
ご
協
力

の
も
と
、
着
付
け
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
７
月
４
日

に
は
、
着
付
け
教
室
も
行
わ
れ
、

生
徒
た
ち
は
伝
統
文
化
へ
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　

奥
お
く

村む
ら

花は
な

生
徒
会
長
は
、「
多
く

の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
て
今

日
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を

感
謝
し
ま
す
。
ゆ
か
た
姿
を
楽
し

み
た
い
。」
と
思
い
を
述
べ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

７
月
24
日
、
49
年
ぶ
り
に
、
祇

園
祭
・
後
祭
の
巡
行
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
最
後
尾
を
飾
っ
た
の

が
幕
末
の
「
蛤
御
門
の
変
」
に
お

い
て
本
体
を
焼
失
し
、
１
５
０
年

の
時
を
経
て
、
再
建
さ
れ
た
大
船

鉾
で
す
。

　

当
日
は
、「
エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
ー
」

の
か
け
声
の
も
と
、
都
大
路
を
進

む
大
船
鉾
に
沿
道
か
ら
多
く
の

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

公
益
財
団
法
人
四
条
町
大
船

鉾
保
存
会
の
松
ま
つ

居い

米よ
ね

三ぞ
う

理
事
長

は
、「
多
く
の
方
々
の
は
か
り
知

れ
な
い
ご
協
力
が
あ
っ
て
、
こ
こ

ま
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。」
と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

巡
行
復
帰
を
は
た
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
完
全
な
姿
に
戻
っ
た

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
大
船
鉾
。

現
在
、
製
作
中
の
懸
装
品
も
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
今
後
の
、
歩
み

も
楽
し
み
で
す
。

・�入院時の食事代及び居住費などは支給の対象となりません。
※�臨時特例措置として、平成26年度は、平成26年４月２日から平成27年３月１日に70歳の誕生日
を迎える方（昭和19年４月２日から昭和20年３月１日生まれの方）も対象となります（70歳の
誕生日が平成27年３月２日から平成27年４月１日までの方は、平成27年３月31日受診分まで従
来の老人医療費支給制度での適用が受けられます）。

問　�ひとり親家庭等医療、重度心身障害者医療、老人医療：福祉介護課福祉医療担当（☎
371-7216）　重度障害老人健康管理費：保険年金課保険給付・年金担当（☎ 371-

7254）

制度名 対象となる方 支給内容 一部負担金

ひとり親
家庭等医療
（申請日から）

次のいずれかに該当する方（所得制限あり）
①���生計を一にする父または母のない18歳到達後最初の３月31日ま
でにある児童

②�①の児童と生計を一にする母または父
③�両親のいない児童と、その児童を扶養する20歳未満の方など

健康保険の自己
負担額 なし

重度心身
障害者医療
（申請月の
初日から）

次のいずれかに該当する方（所得制限あり）
①���１級または２級の身体障害者手帳を持っている方
②�知能指数（ＩＱ）が35以下である方（療育手帳Ａ判定）
③��３級の身体障害者手帳を持ち、知能指数（ＩＱ）が50以下であ
る方

＊�重度障害老人健康管理費は、後期高齢者医療制度の資格がある
方が対象です。

重度心身障害者
医療は、健康保
険の自己負担額

なし
重度障害老人
健康管理費＊
（申請月の
翌月から）

重度障害老人健
康管理費は、後
期高齢者医療の
自己負担相当額

老人医療
（申請月の
初日から）

65歳以上70歳未満（平成26年度に限り、70歳の誕生日を迎える方も
対象（※））で、次の①または②の方（所得制限あり）
①所得税が課税されていない世帯（一部例外あり）
②所得が基準額以下で、（ア）～（ウ）のいずれかに該当する方
（ア）�寝たきり　（イ）�一人暮らし　（ウ）�同居者が親族のみで、全
員が60歳以上、18歳未満または一定の障害がある方の世帯

健康保険の自己
負担額から一部
負担金を差し引
いた額

後期高齢者医療
の自己負担相当
額（１割または
３割負担、ただ
し自己負担限度
額あり）

京都市の福祉医療制度のお知らせ

アクセス
JR 丹波口駅より徒歩４分
阪急大宮駅より徒歩７分
京福四条大宮駅より徒歩７分

日時　９月10日（水）午後２時～４時
場所　�京都産業大学　むすびわざ館３階
　　　小教室304（下京区中堂寺命婦町1-10）
対象　�区内に在住または通勤通学されてい

る方
定員　50名（先着順）　　
費用　無料
申込み　�８月18日（月）から９月５日（金）ま

でに電話でお申し込みください。
主催　�下京こころのふれあいネットワーク
問　�健康づくり推進課母子・精神保健担当
　　（☎ 371-7293）

講演 「�こころはからだ
　　　～こころとからだのつながり～」
講師　安成�和晃氏（内浜診療所�精神科医）

左から岡村氏、門川市長、藏原氏、筧氏

リノベーションされた
KYOCA（京果会館）

京都流議定書 2014 in KYOCA（京果会館）
～日本の良さ 再発見！～

第５回　高齢者権利擁護講演会＆
なんでも相談会を開催します

ー区民が主役のまちづくりサポート事業ー

「
未
来
へ
つ
な
ご
う 

歴
史
と
笑
顔
の
松
原
通
」

ゆ
か
た
で
登
校

大
船
鉾
が
復
興

ゆかた姿での授業風景

お迎え提灯

区
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
サ

ポ
ー
ト
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て

実
施
！

壬
生
通

五条通

四条大宮駅 大
宮
駅

丹
波
口
駅

むすびわざ館

京都産業大学附属
中学校・高等学校

花
折
断
層

松原通


